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(54)【発明の名称】 体腔内用超音波探触子

(57)【要約】
【課題】  本発明は、超音波振動子を屈曲負荷に左右さ
れず安定して回転駆動でき、高品質の超音波画像を得る
ことのできる体腔内用超音波探触子を提供する。
【解決手段】  本発明の体腔内用超音波探触子１は、体
腔内に挿入される屈曲自在な細管状の挿入管３と、前記
挿入管３の先端内部で円周方向に回転自在に保持された
載置台５と、前記載置台５に配置された超音波の送受信
を行う超音波振動子４と、前記載置台５に駆動源からの
回転力を伝達するトルクワイヤ７と、前記挿入管３の内
部に封入された超音波伝達媒体８と、前記載置台５に設
けられ、前記トルクワイヤ７により回転駆動される載置
台５の回転に伴って生じる前記超音波伝達媒体８の流体
負荷による慣性力を前記載置台５に作用させる流体ダン
パー部材２とを有するものである。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  体腔内に挿入される屈曲自在な細管状の
挿入管と、
前記挿入管の先端内部で円周方向に回転自在に保持され
た載置台と、
前記載置台に配置された超音波の送受信を行う超音波振
動子と、
前記載置台に駆動源からの回転力を伝達するトルクワイ
ヤと、
前記挿入管の内部に封入された超音波伝達媒体と、
前記載置台に設けられ、前記トルクワイヤにより回転駆
動される載置台の回転に伴って生じる前記超音波伝達媒
体の流体負荷による慣性力を前記載置台に作用させる流
体ダンパー手段と、
を有することを特徴とする体腔内用超音波探触子。
【請求項２】  前記載置台の基端側と前記トルクワイヤ
との間を連結する弾性を有する回転ダンパー手段を付加
したことを特徴とする請求項１記載の体腔内用超音波探
触子。
【請求項３】  前記流体ダンパー手段は、凸形状、溝状
又は穴状に形成したことを特徴とする請求項１又は２記
載の体腔内用超音波探触子。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、体腔内用超音波探
触子に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】従来から超音波振動子を内蔵した細径の
挿入管を、消化管内部や血管内部に挿入して内部でラジ
アルスキャンを行うことによって消化管や血管の断層画
像を得る体腔内用超音波探触子が知られている。
【０００３】このような超音波探触子は、図５に示すよ
うに、細径かつ柔軟性のある長い挿入管５３の先端内部
に超音波振動子５０を保持する載置台５１を有してい
る。
【０００４】この載置台５１は、ベアリング１００によ
って挿入管５３の円周方向に回転自在に保持固定されて
いる。また、載置台５１には、図示しないＤＣモータ等
の駆動源に接続されたトルクワイヤ５２が接続されてい
る。
【０００５】このトルクワイヤ５２は、柔軟性に優れ、
効率よく駆動源からの回転力を伝達することができる。
そして、トルクワイヤ５２は、ベアリング１００に回転
自在に保持された載置台５１を滑らかにかつ効率よく回
転させて、超音波振動子５０によってラジアルスキャン
して超音波画像を得ている。
【０００６】しかしながら、挿入管５３内のトルクワイ
ヤ５２は、超音波画像を得る目的部位に到達するまで複
雑に屈曲した例えば血管内を通る。このとき、挿入管５
３が曲がるごとに僅かずつトルクワイヤ５２に負荷がか
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かり、トルクワイヤ５２の回転時に回転むらが発生し、
その回転むらが、そのまま載置台５１、つまり超音波振
動子５０の回転むらになる。
【０００７】そして、超音波振動子５０の回転が安定し
ないと超音波画像が揺れ、高画質が得られないという問
顔が生じてしまう。
【０００８】この問題点を解決するために、特開平８－
２８９８９２号公報に開示されているような超音波探触
子が提案されている。この超音波探触子を図６、図７に
基づいて説明する。
【０００９】図６において、載置台５１の先端内部には
テフロン（登録商標）等の合成樹脂や金属等からなるリ
ング状の負荷部材５６が固定されている。この負荷部材
５６の内周には略円筒形状の載置台係合爪５５が挿入さ
れている。
【００１０】この載置台係合爪５５は、挿入管５３の内
径よりも僅かに細く、先端側に係合斜面５５ａを有し、
基端側に負荷部材５６に摺動可能に嵌合する突起ピン５
５ｂが形成されている。
【００１１】一方、挿入管５３の先端内部には載置係合
爪５５と係合可能な係合斜面５４ａを有する固定係合爪
５４が固定されている。
【００１２】前記構成によれば、屈曲自在な挿入管５３
内でトルクワイヤ５２によって回転自在な超音波振動子
５０は、トルクワイヤ５２に対して一定の回転負荷をか
ける負荷部材５６を有しており、これにより、超音波振
動子５０は、一定の回転負荷以上の回転トルクが与えら
れた時点で回転を開始する。
【００１３】従って、トルクワイヤ５２の屈曲により発
生する屈曲負荷が負荷部材５６による回転負荷により打
ち消され、超音波振動子５０は屈曲負荷に左右されず安
定した回転を行う。
【００１４】
【発明が解決しようとする課題】超音波振動子の回転む
らを誘引するトルクワイヤにかかる負荷の変動要因とし
ては、次の２つ変動要因（１），（２）が挙げられる。
（１）挿入管の屈曲操作により、挿入管の内周面とトル
クワイヤの外周面とが接触して生ずる比較的長時間の摩
擦抵抗の変動。
（２）挿入管自身またはトルクワイヤ自身の一部に形成
された突起部が挿入管の内周面またはトルクワイヤの外
周面に接触して生ずる比較的短時間の摩擦抵抗の変動。
【００１５】しかしながら、上述した特開平８－２８９
８９２号公報記載の超音波探触子では、一定の回転負荷
は、トルクワイヤに対して常時「制動」として作用す
る。
【００１６】このため、前記変動要因（１），（２）で
誘発される負荷変動によって、屈曲負荷が回転負荷より
も軽負荷となるように変動する場合は、屈曲負荷が回転
負荷により打ち消されるが、屈曲負荷が回転負荷よりも



(3) 特開２００１－３３３９０７

10

20

30

40

50

3
重負荷となるように変動する場合は、屈曲負荷が回転負
荷により打ち消されない。
【００１７】従って、超音波振動子を屈曲負荷に左右さ
れない安定した状態で回転させることができない恐れが
ある。
【００１８】本発明は上述した問題点に鑑みてなされた
ものであり、超音波振動子を屈曲負荷に左右されず安定
して回転駆動でき、高品質の超音波画像を得ることので
きる体腔内用超音波探触子を提供することを目的とす
る。
【００１９】
【課題を解決するための手段】請求項１記載の発明の体
腔内用超音波探触子は、体腔内に挿入される屈曲自在な
細管状の挿入管と、前記挿入管の先端内部で円周方向に
回転自在に保持された載置台と、前記載置台に配置され
た超音波の送受信を行う超音波振動子と、前記載置台に
駆動源からの回転力を伝達するトルクワイヤと、前記挿
入管の内部に封入された超音波伝達媒体と、前記載置台
に設けられ、前記トルクワイヤにより回転駆動される載
置台の回転に伴って生じる前記超音波伝達媒体の流体負
荷による慣性力を前記載置台に作用させる流体ダンパー
手段とを有することを特徴とするものである。
【００２０】この発明によれば、挿入管内部に保持され
た載置台は、挿入管に封入された超音波伝達媒体に浸潰
しており、載置台には流体ダンパー手段を設けている。
従って、トルクワイヤを介して載置台が定速度回転して
いる場合、流体ダンパー手段が回転すると、前記載置台
には超音波伝達媒体の回転流による流体負荷（回転流体
負荷）が常時加わるとともに、回転流により生じる超音
波伝達媒体の慣性力（回転イナーシャ）が作用する。
【００２１】流体ダンパー手段による回転イナーシャ
は、その慣性力により既述した流体負荷の変動要因
（１）、（２）で誘発される負荷変動に対しては、変動
を抑制するように作用する。
【００２２】また、一般に、トルクワイヤはスプリング
状で可撓性を有しているので、前記流体負荷は載置台を
介してトルクワイヤ全体の剛性を向上させるように作用
するので、載置台はより変動の少ない回転を行う。これ
により、超音波振動子を屈曲負荷に左右されず安定して
回転駆動でき、高品質の超音波画像を得ることのできる
体腔内用超音波探触子を提供することができる。
【００２３】請求項２記載の発明は、請求項１記載の体
腔内用超音波探触子において、前記載置台の基端側と前
記トルクワイヤとの間を連結する弾性を有する回転ダン
パー手段を付加したことを特徴とするものである。
【００２４】この発明によれば、前記載置台の基端側と
前記トルクワイヤとので間を連結する弾性を有する回転
ダンパー手段を付加しているので、請求項１記載の発明
と同様な作用を発揮することに加え、既述した流体負荷
の変動要因（２）で誘発される比較的短時間の負荷変動
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に対して前記回転ダンパー手段によりこれを吸収抑制す
ることが可能となり、超音波振動子をより安定して回転
駆動でき、高品質の超音波画像を得ることのできる体腔
内用超音波探触子を提供することができる。
【００２５】請求項３記載の発明は、請求項１又は２記
載の体腔内用超音波探触子において、前記流体ダンパー
手段は、凸形状、溝状又は穴状に形成されたことを特徴
とするものである。
【００２６】この発明によれば、前記凸形状、溝状又は
穴状に形成された流体ダンパー手段により、超音波伝達
媒体の回転流を効率良く発生させ、回転流により生じる
慣性力を前記載置台に作用させて超音波振動子の変動の
少ない回転を実現できる。また、特に、前記流体ダンパ
ー手段を、溝状又は穴状に形成することで、前記載置台
を大型化することなく、超音波振動子の変動の少ない回
転を実現できる。
【００２７】
【発明の実施の形態】以下に本発明の実施の形態を詳細
に説明する。
【００２８】（実施の形態１）本発明の実施の形態１に
係る体腔内用超音波探触子（以下「超音波探触子」とい
う）の先端部分の内部構造断面を図１に示し、同じく挿
入管３を除いた先端部分の斜視図を図２に示す。
【００２９】図１、図２において、本実施の形態１の超
音波探触子１は、超音波振動子４を載置した載置台５が
シリコン等の柔軟性を有する細径に形成した管状の挿入
管３内部に挿入配置されている。
【００３０】前記載置台５は、略円柱形状をなしてお
り、かつ、超音波振動子４を載置する部分のみを凹形状
に切欠いている。
【００３１】この載置台５は、挿入管３の先端内部でこ
の挿入管３の内壁に沿って円周方向（図２示す矢印方
向）に摺動しつつ回転できるようになっている。
【００３２】前記載置台５の先端面５ａには、その先端
面５ａの外径よりも小さい一辺を有する薄板形状（凸形
状）の流体ダンパー手段としての流体ダンパー部材２が
突出して設けられている。
【００３３】この流体ダンパー部材２は、金属からな
り、その一辺の中心が載置台５の先端面５ａの中心と一
致するように設けられている。
【００３４】一方、載置台５の基端面５ｂには、その基
端面５ｂの外径よりも小さい外径を有する円筒形状の回
転ダンパー手段としての回転ダンパー部材６が設けられ
ている。
【００３５】この回転ダンパー部材６は、弾性限度約８
０ｋｇ／ｃｍ２の天然ゴム、シリコーンゴム又はウレタ
ンゴム等の合成ゴム等から選ばれる弾性材からなり、そ
の中心が載置台５の基端面５ｂの中心と一致するように
設けられている。
【００３６】さらに、前記回転ダンパー部材６には、一
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定の回転速度を維持するための制御回路を有する図示し
ないＤＣモータ等の駆動源に接続されたトルクワイヤ７
が連結されている。
【００３７】このトルクワイヤ７は、複数の線材を撚り
合わせてスプリング状に形成され、その内部は空洞で前
記超音波振動子４に接続された図示しない信号線を図示
しない超音波診断装置に導いている。
【００３８】尚、前記回転ダンパー部材６の外径と、ト
ルクワイヤ７の外径とは略同一になっている。
【００３９】また、前記挿入管３内部には、流動パラフ
ィン、蒸留水又は生理食塩水からなる超音波伝達媒体８
が封入されており、この超音波伝達媒体８内に、前記流
体ダンパー部材２、超音波振動子４、載置台５、回転ダ
ンパー部材６及びトルクワイヤ７が浸漬されるようにな
っている。
【００４０】次に上述した構成の超音波探触子１の作用
を説明する。
【００４１】まず、この超音波探触子１を、例えば血管
内の目的部位に到達するまで挿入する。その後、超音波
探触子１内の載置台５に対して、図示しないＤＣモータ
の回転力をトルクワイヤ７及び回転ダンパー部材６を介
して伝達する。
【００４２】尚、前記ＤＣモータの回転数は、一般的に
超音波診断を行う際の所定の定速度回転に設定される。
【００４３】この前記トルクワイヤ７及び回転ダンパー
部材６を介して駆動される載置台５の回転により、載置
台５の先端面５ａに設けられた流体ダンパー部材２も回
転し、超音波媒体８に回転流が発生する。
【００４４】この超音波媒体８の回転流は、慣性力（回
転イナーシャ）によって一定速度で渦を巻くように載置
台５に作用する。
【００４５】そして、超音波媒体８の回転流による回転
流体負荷は、流体ダンパー部材２に常に加わるため、流
体ダンパー部材２と共に載置台５は一定速度で回転す
る。
【００４６】ここで、前記負荷の既述した変動要因
（１）の比較的長時間の摩擦抵抗の変動が生ずると、こ
の変動に伴ってＤＣモータの制御回路が定速度に維持す
るように作用するが、制御の応答が実際に載置台５に伝
達されるまでタイムラグがある。則ち、載置台５の回転
が一定にならなくなってしまう。
【００４７】しかし、本実施の形態１では、超音波媒体
８の回転流は慣性力により常に一定速度で回転している
ため、それにつられて流体ダンパー部材２が一定速度で
回転し、載置台５にかかる負荷変動を抑制するように作
用し、制御の応答の遅れを回避する。
【００４８】即ち、前記載置台５は、屈曲負荷が軽負荷
又は重負荷となるように変動した場合においても、前記
超音波媒体８の回転流により一定速度で回転する状態が
維持される。
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【００４９】また、前記トルクワイヤ７は、スプリング
状で可撓性を有しているため、負荷が小さいときは回転
が安定しないが、回転流体負荷が加わるにつれて、全体
の剛性が向上し、回転がより変動の少ない安定したもの
となる。
【００５０】さらに、前記負荷の既述した変動要因
（２）の比較的短時間の摩擦抵抗の変動がトルクワイヤ
７に生じても、載置台５の基瑞面５ｂに設けられた前記
回転ダンパー部材６の慣性力（回転イナーシャ）によっ
てその変動が吸収され、これにより、載置台５にトルク
ワイヤ７から定速回転が伝達される。
【００５１】本実施の形態１によれば、載置台５の先端
面５ａ側に流体ダンパー部材２を設け、載置台５の基端
面５ｂ側に回転ダンパー部材６を設けたため、トルクワ
イヤ７と挿入管３との摩擦抵抗の変動があったとして
も、その変動が抑制又は吸収され、載置台５を安定した
定速度で回転させることが可能となり、この結果、超音
波探触子１による体腔内の走査によって、図示しない超
音波診断装置においてむらのない高品質の超音波画像を
得ることができる。
【００５２】（実施の形態２）本発明の実施の形態２に
係る超音波探触子１Ａの先端部分の内部構造断面を図３
に示し、同じく先端部分の挿入管３を除いた斜視図を図
４に示す。
【００５３】図３、図４に示す本実施の形態２の超音波
探触子１Ａにおいて、流体ダンパー手段として、実施の
形態１の凸形状の流体ダンパー部材２の代わりに、載置
台５の外周面に、この載置台５の回転方向に対して直交
する方向、即ち、載置台５の長手方向に沿って流体ダン
パー手段としてのＶ溝９を等間隔に複数設けたことが特
徴である。
【００５４】この他の構成は、実施の形態１の場合と同
一構成であるので、同一部分には同一符号を付して詳細
説明は省略する。
【００５５】次に本実施の形態２の超音波探触子１Ａの
作用を説明する。前記載置台５の回転により、超音波媒
体８も前記載置台５に設けられたＶ溝９内に浸入してい
る部分を含めて回転し、この超音波媒体８に回転流が発
生する。この超音波媒体８の回転流は、慣性力（回転イ
ナーシャ）によって一定速度で渦を巻くようにトルクワ
イヤ７に作用する。
【００５６】そして、前記超音波媒体８の回転流による
回転流体負荷は、流体ダンパー手段であるＶ溝９内に常
に加わるため、超音波媒体８と共に載置台５は一定速度
で回転する。この他の作用は、実施の形態１の場合と同
一であるので、説明を省略する。
【００５７】本実施の形態２によれば、載置台５の外周
に流体ダンパー手段であるＶ溝９を設け、載置台５の基
端面５ｂ側に実施の形態１の場合と同様な回転ダンパー
部材６を設けた構成であるため、トルクワイヤ７と挿入
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7
管４との摩擦抵抗の変動があったとしても、その変動が
抑制又は吸収され、載置台５を安定した定速度で回転さ
せることが可能となり、この結果、超音波探触子１Ａに
よる体腔内の走査によって、図示しない超音波診断装置
においてむらのない高品質の超音波画像を得ることがで
きる。
【００５８】また、本実施の形態２によれば、流体ダン
パー手段として載置台５の外周にＶ溝９を設けただけの
構成であるため、この載置台５を実施の形態１の前記流
体ダンパー部材２を備えた載置台５の場合より小形にで
きる利点がある。
【００５９】尚、本実施の形態２では、前記載置台５に
複数のＶ溝９を設けたが、前記Ｖ溝９の条数も、超音波
媒体８に回転流が発生する構成であれば、１条、２条、
５条、１０条等適宜条数とすることができる。
【００６０】また、超音波媒体８に回転流が発生する構
成であれば、前記載置台５にＶ溝９の代わりに、適宜個
数の穴を穿設した構成でも良い。
【００６１】以上説明した本発明によれば、以下の構成
を付記することができる。
【００６２】（付記１）体腔内に挿入される屈曲自在な
細管状の挿入管と、前記挿入管内部に封入された超音波
伝達媒体と、前記挿入管の先端内部で円周方向に回転自
在に保持された載置台と、該載置台上に配置され超音波
の送受信を行う超音波振動子と、前記載置台を定速回転
させるトルクワイヤとを含み、前記載置台は、この載置
台とともに回転する超音波伝達媒体の回転流により生じ
る慣性力を作用させる流体ダンパー手段を備えるととも
に、前記載置台とトルクワイヤとを弾性材で形成した回
転ダンパー部材により連結したことを特徴とする体腔内
用超音波探触子。
【００６３】付記１の構成による作用を説明する。前記
挿入管内部に保持された載置台は、挿入管に封入された
超音波伝達媒体に浸潰しており、また、載置台は流体ダ
ンパー手段を備えている。従って、トルクワイヤを介し
て載置台が定速回転している場合、流体ダンパー手段が
回転することで載置台には超音波伝達媒体の回転流によ
る流体負荷（回転流体負荷）が常時加わるとともに、回
転流により生じる超音波伝達媒体の慣性力（回転イナー
シャ）が作用する。
【００６４】流体ダンパー手段による慣性力は、前述の
負荷の変動要因（１），（２）で誘発される負荷変動に
対しては、変動を抑制するように作用する。
【００６５】又、一般に、トルクワイヤはスプリング状
で可撓性を有しているので、前記回転流体負荷は載置台
を介してトルクワイヤ全体の剛性を向上させるように作
用するので、より変動の少ない回転を実現でき、超音波
振動子によりむらのない高品質な超音波画像を得ること
ができる。
【００６６】また、上記載置台とトルクワイヤとを弾性*
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*材で形成した回転ダンパー部材により連結しているの
で、前述の負荷の変動要因（２）で誘発される比較的短
時間の負荷変動に対して、これを吸収抑制するように作
用する。
【００６７】（付記２）前記流体ダンパー手段は、前記
載置台に凸状部材を設けて構成されることを特徴とする
付記１記載の体腔内用超音波探触子。付記２の構成によ
れば、前記凸状部材により超音波伝達媒体の回転流をよ
り効率良く発生させ、回転流により生じる慣性力を前記
載置台に作用させてより変動の少ない回転を実現でき、
超音波振動子によりむらのない高品質な超音波画像を得
ることができる。
【００６８】（付記３）前記流体ダンパー手段は、前記
載置台に溝、又は穴を設けることにより構成されること
を特徴とする付記１記載の体腔内用超音波探触子。付記
３の構成によれば、前記載置台を大型化することなく、
上記超音波伝達媒体の回転流をより効率良く発生させ、
回転流により生じる慣性力を前記載置台に作用させてよ
り変動の少ない回転を実現でき、超音波振動子によりむ
らのない高品質な超音波画像を得ることができる。
【００６９】
【発明の効果】請求項１記載の発明によれば、流体ダン
パー手段の回転による超音波伝達媒体の慣性力（回転イ
ナーシャ）によって、超音波振動子を屈曲負荷に左右さ
れず安定して回転駆動でき、高品質の超音波画像を得る
ことのできる体腔内用超音波探触子を提供することがで
きる。
【００７０】請求項２記載の発明によれば、請求項１記
載の発明と同様な効果を発揮することに加え、回転ダン
パー手段によって載置台を介して超音波振動子をより安
定した状態で回転駆動でき、より高品質の超音波画像を
得ることのできる体腔内用超音波探触子を提供すること
ができる。
【００７１】請求項３記載の発明は、前記流体ダンパー
手段により、超音波伝達媒体の回転流を効率良く発生さ
せ、回転流により生じる慣性力を前記載置台に作用させ
て超音波振動子の変動の少ない回転を実現でき、特に、
前記流体ダンパー手段を、溝状又は穴状に形成すること
で、前記載置台を大型化することなく、超音波振動子の
変動の少ない回転を実現でき、高品質の超音波画像を得
ることのできる体腔内用超音波探触子を提供することが
できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施の形態１の超音波探触子の先端部
分の内部構造を示す断面図である。
【図２】本発明の実施の形態１の超音波探触子の挿入管
を除く先端部分の斜視図である。
【図３】本発明の実施の形態２の超音波探触子の先端部
分の内部構造を示す断面図である。
【図４】本発明の実施の形態２の超音波探触子の挿入管
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を除く先端部分の斜視図である。
【図５】従来の超音波探触子の先端部分の内部構造を示
す断面図である。
【図６】従来の超音波探触子の他例の先端部分の内部構
造を示す断面図である。
【図７】図６に示す超音波探触子の先端部分の組み立て
構造を示す断面図である。
【符号の説明】
１  体腔内用超音波探触子 *
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*１Ａ  体腔内用超音波探触子
２  流体ダンパー部材
３  挿入管
４  超音波振動子
５  載置台
６  回転ダンパー部材
７  トルクワイヤ
８  超音波伝達媒体
９  Ｖ溝

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】

【図５】

【図６】 【図７】
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